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四季折々

　　　　芦崎湾潮干狩り、むつ桜まつり、イルカウォッチ
ング、かさまい大畑さくらロードさくらまつり、愛宕山公
園桜まつり、マリンフェスタ in 大湊、大湊海軍まつり、海
峡サーモン祭り 等

市の概要　～位置・地勢・気候～

　むつ市は、本州最北端、青森県北東部の下北半島に位置し、南
北約 35㎞、東西約 55㎞、東に東通村、南に横浜町、北・西に大
間町、風間浦村、佐井村の 2 町 3 村に接しています。
　また、三方を海に面しており、北は津軽海峡を隔てて北海道を
望み、西に平舘海峡、南に陸奥湾を抱えています。
　面積は青森県全体の約 9％にあたる約 864 平方㎞で、恐山山系
の外輪山を形成する釜臥山を中心とし、東部は平野など比較的な
だらかな地形が広がり、北部・西部は自然に溢れ、緑豊かな山地
や台地が海岸近くまで迫る山岳地形となっています。
　気候は、四季がはっきりとしており、夏季は短く温暖で湿度が
低いことから比較的過ごしやすくなっていますが、冬季は降雪期
間が長く最大積雪が山間部で 1 ｍ以上、平野部や海岸部では約
70㎝に達するなど、厳しい気象条件となります。
　一方、むつ市は広範にわたる地域が下北半島国定公園に指定さ
れており、「恐山」、「川内川渓谷」などの景勝地や、「湯野川」、「薬
研」などの温泉が点在するほか、「陸奥湾のホタテ」、「津軽海峡の
イカ」などの海の食材が豊富にあるなど、豊かな自然の恵みを受
けた地域となっています。

　　　　　大湊まつり、大畑八幡宮例大祭、川内八幡宮例
大祭、恐山秋詣り、うまいもんまつり、薬研紅葉まつり、
大畑商工まつり、ミナカダ祭、産業まつり、かさまいまつり、
麺恋フェスタ 等

　　　　　薬研丑湯まつり、恐山大祭、まさかりレガッタ、
大湊ネブタまつり、むつ市花火大会、やまめつかみどりま
つり、川内ネブタ祭り、大畑ふるさとまつり、脇野沢八幡
宮例大祭、田名部神社例大祭、おしまこ流し踊り、みこし
祭り 等

　　　　　むつ来さまい館イルミネーション点灯式、ゆき
んこ祭り、奧内歌舞伎、釜臥山スキー場開設、スキーカー
ニバル、冬の下北半島「食の祭典」 等

むつ市の花　はまなす
ハマナスはバラ科バラ属の落葉低木で、海
岸線に力強く根を張り、夏にピンクや赤
の色鮮やかで美しい花を咲かせるととも
に、香りも良い特徴的な花です。お盆に
は実に糸を通し数珠状にして飾られるな
ど、古くから地域の生活に溶け込み、市
民に親しまれています。また、ハマナス
のもつ可憐なイメージは、観光面などに
おいて対外的な PR 効果が期待されます。

むつ市の木　ひば
ヒバはヒノキ科アスナロ属の常緑針葉樹で、
青森ヒバとして、木曽ヒノキ、秋田スギと
共に日本三大美林に数えられます。ヒバ材
は、その高級感や材質の素晴らしさなどか
ら、全国的に知名度が高く、古くは江戸時
代から重要な資源として地域の発展に大き
く寄与しているなど、地域との深く永い関
わりのなかで、市民に親しまれ、愛着を持
たれています。

むつ市の鳥　はくちょう
ハクチョウはカモ科コブハクチョウ属に
含まれる鳥の総称で、冬の到来とともに、
海岸域をはじめ、湖沼や河川に数多く飛
来します。水面（みなも）に泳ぐ姿は優
雅で、大空に飛翔する様はまるで絵のよ
うに美しいことや、大湊湾の白鳥が青森
県の天然記念物の指定を受けているなど、
広く市民に親しまれ、愛されています。

花・木・鳥

市章 ひらがなの「むつ」を図案化し、融和と飛躍発展を象
徴したものです。（昭和 35 年 11 月１日制定）

むつ市への
ア ク セ ス

【自動車】
● 青森市から約２時間
● 三沢空港から約１時間 50 分

【バス】
● 青森→むつバスターミナル（約２時間 44 分）
● 東京→むつバスターミナル（約 12 ～ 13 時間）

【列車】
● 「青森駅」→「野辺地駅」→「下北駅」（約１時間 35 分）※快速利用
● 「新青森駅」→（リゾートあすなろ）→下北駅（約１時間 50 分）

【フェリー】
● 青森→脇野沢（約１時間）※高速旅客船
● 蟹田→脇野沢（約１時間）

むつ市民歌
作詞　森 田  文 人
作曲　齋 藤  容 子
編曲　横山 裕美子

大
おおぞら

空を羽
は

ばたいてゆくあの白
はくちょう

鳥のように	

大
おお

きな夢
ゆめ

をこの胸
むね

いっぱいに描
えが

いてゆこう

海
うみ

と山
やま

豊
ゆた

かな自
し ぜ ん

然包
つつ

まれながら	

むつのむつの風
かぜ

に吹
ふ

かれて

もっともっとしあわせになろうよ

潮
しおかぜ

風に優
やさ

しくゆれるあのはまなすのように

色
いろ

あざやかにいつも自
じ ぶ ん

分らしく笑
え が お

顔でいよう

人
ひと

と人
ひと

触
ふ

れあう心
こころ

大
たいせつ

切にして

むつのむつの風
かぜ

に吹
ふ

かれて

もっともっとしあわせになろうよ

深
ふか

い雪
ゆき

ものともしないヒバの木
こ だ ち

立のように

どんな時
とき

でも強
つよ

く乗
の

りこえて歩
ある

いてゆこう

愛
あい

と希
き ぼ う

望輝
かがや

く未
み ら い

来抱
だ

きしめながら

むつのむつの風
かぜ

に吹
ふ

かれて

もっともっとしあわせになろうよ

春 夏

秋 冬

平成 21 年 9 月 1 日制定


